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Abstract: 
      This paper reports on what beliefs SIT students hold regarding English learning. Their beliefs were 
elicited via a discursive approach by investigating metaphors they used in a questionnaire. Metaphors are 
supported to reflect students' beliefs about their experiences of learning English. By classifying and 
examining their metaphors, what students think about learning English can be revealed. The paper also 
describes implementations of English Literacy I , which were designed based on the findings of the students’ 
beliefs.   
 














しての質問紙である Beliefs about Language 
Learning Inventory(BALLI)に始まり、学習者のスト
ラテジー、動機、不安などの研究へと発展している




























た、学 習 に 対 す る 考 え 方 で あ る 。一人ひと
りの学習者の持つビリーフは、同じではないが、共
通した学習経験がある場合には、同じようなビリー
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a language is like ...........  2. Speaking this language is 
like............  3. Writing in this language is like ......... で
あり、「言語学習の経験をどのように描写するか」
を聞いた。今回の調査では、英語学習全般について
































によると 6 段階に分けられる。①問題の確定(problem 
identification)②予備的調査(preliminary investigation)
③ 仮 設 の 設 定 (hypothesis) ④ 計 画 の 実 践 (plan 














ことですか。（     ）に言葉（文）を入れて
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る。日本は、ESL（English as Second Language）の環
境では無いが、多くの言語習得理論は、ESL に由来
する。英語が主流であるとはいえ、日本は、未だに
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5.4 metaphor （メタファー）分析によるビリーフ   



















解不可能）      





































可能性      空・世界をつかんだ・グローバルな世
界に近づく・文化を知ること・釣り（英
語で新しい未来を釣る） 
期待        広がる輪・新たな世界（自分の世界を
広げる）・未知との出会い・楽しいこと












げ て い る と 言 え る 。 imagined community は 、
Norton(2001) 15) が提唱したアイデンティティーを巡




and Li-Chi(2004) 16) は、この imagined communities を
最大限に利用し、学習者のやる気を起こすことがで
きる、としている(Teachers are in powerful positions to 
help create such imagined communities and to stimulate 









（４）必要性     


























（５）学習方法   























●全体の結果    
ポジティブな回答 ４６％  
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の示唆として Dornyei(2001) が motivational teaching 
practice (p.29)で４つの柱を示しているが、その一部
を参考として授業に取り込んだ。 
(1)Creating the basic motivational conditions  
Appropriate teacher behaviors：一方的に講義をす
るのではなく、interaction を心がける。 
A pleasant and supportive atmosphere in the 
classroom：クラスの雰囲気をよくする。 
(2)Generating initial motivation 
Increasing the learners' goal-orientedness：目標を設
定する（英検３級 can-do list)。 
   Making the teaching materials relevant for the 
learners：教材を学生の身近な話題に繋げる。 
Creating realistic learner beliefs：learning strategy を
教えることで、学習に関するビリーフが変化する
ことを期待する。 
(3)Maintaining and protecting motivation 
Making learning stimulating and enjoyable：学生が
「発見」を感じられるように、語句の説明・文法
の説明をおこなう。 
Setting specific learner goals：具体的なゴールを提
示する。  
   Promoting cooperation among the learners(group 
work)：グループワークを入れる。 
(4)Encouraging positive retrospective self-evaluation  
   Providing motivational feedback：1 行レスポンスに
返事を書く。 




"Make instrumental goals explicit to learners, break 
learning down into sequences of achievable steps, link 
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learning to the needs and interests of the learners, let 
learners bring their own knowledge and perspectives 
into the learning process, encourage creative learning 
use, help learners to identify the strategies underlying 
the learning tasks they are engaged in, develop ways in 


























第２段階     
調査の結果から、１５回の授業の中に盛り込む内
容を決定する。     








strategy を紹介する活動を入れる（slash reading ・tips 
for listening）  
第３段階        
































TESOL 研究の文献（加賀屋、2010 18), 都築・新垣、
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6.5 授業展開 
１）科目：英語リテラシーⅠ 
２）テキスト：Basic English for Scientists and Engineers 
金星堂  
３）授業の達成目標 







定期試験 ６０点 小テスト １０点 
レポート １０点 ポートフォリオ  ２０点  
 
















例：TGIF  It is not the end of the world  Oops!  
    No kidding   It’s a piece of cake   No offense    
    Cross my fingers for you 
 
３）Reading on culture（異文化理解・言語理解） English 












(写真 評価票)  
自己評価      授業評価 
 
 
7  結果検証 
 
7.1 リサーチ・クエスチョン①   
 学生の英語学習への考え方は変化したか。 
 
第 2 回目のアンケート結果 (１０５人) 
 





性 質 （ 継
続・忍耐が
必 要 ）
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7.2 リサーチ・クエスチョン②  
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クラス（  ） 学籍番号（      ） 
氏名（             ） 
難しい漢字はふりがなもつけてください 
１ 学校での授業以外で英語の学習をしています
か。   
    ①（    ）はい ②（    ）いいえ 











    海外経験： 
 
    行ってみたい国と理由： 
 
 
３ 英語の資格（検定）試験や TOEIC を受けたこと
があれば、その年と結果を書いてください。 
    例：２００９年１０月 英検準２級合格  
 
 
４ （      ）に言葉（文）を入れてくださ
い。そして、その言葉(文）を書いた理由も書いてく
ださい。 
    英 語 を 勉 強 す る こ と は 、
(            )のようである。 

























    ①面白かったこと： 
 
 
    ②役にたったこと： 
 
 
 
８ この授業で期待することを書いてください。 
 
 
 
 
 
９ 自己紹介を英語で書いてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ありがとうございました。 
